教材名　　　　　　　キューブを使った数量盤
開発の意図　数詞と同じ数のキューブを(視覚)量として把握させる。

数詞の数のキューブをキューブボックスいれさせ、繰り返すことにより量の把握をさせる。
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指導方法

バージョン①横　バージョン②縦

最初は機械的にキューブを入れさせるが、定着してきたら※　適当な数を指示して、そのボックスにキューブを入れさせる。

評価・観察

　数詞を読み、対応する数のキューブをボックスに入れられる。

　量的把握が定着してきたと観察されたら(３と言うと３のキューブボックスを迷いなく選ぶ等)、キューブボックスなしでできるか試してみる。

